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※このトポは、作成者の許諾を得て、THE BOULDERING.NET japanがトレース後、pdfデータ化したものです。
利用は基本的に個人利用に限らせていただきます。

（原図作成／ Nobutoshi"One Love"SHOJI）

禁無断転載。（1999年10月版）

警告：ボルダリングを含むクライミングは危険なスポーツです、必ず自己の責任において行ってください。このトポを利用した事により起きたいかなる
事故、事象にも「THE BOULDERING.NET japan」および、原図作成者は一切の責任を負いません。
岩場の状況は常に変化しています、このトポは目安程度とお考えください。

・岩は水成岩(?)でつるっとしており、数少ないカッチリ系のホールドを軸にフック等多用して

登っていく感じです

・長いこと登られてないと思うので、まずはホールドの掃除をしてくださいネ！

・頂上付近のリスにピトンが残置されており初登攀じゃないルートもあると思われます。 

しかし「ボルダリング」として登ってないと思うので、あえてルート名を付けて グレーディン

グもしました(通った上、昔のことなのでいい加減かも？？？)

（初登攀の方がおられましたらご一報ください。ルート名等変更いたします）

A／下降という名のルート(5.7)　（いたって簡単、普通は下降路）好きなところを登ってください

B／ピンチだ！(5.9)　　（ピンチグリップで．．．）緑っぽいところよりスタート

C／エイプル(5.10-)　（５回連続でパンプアップ間違いなし）茶色いところから凹角を直上

D／緑亀(5.10-)　　（フレークに飛びつき右上）薄かぶりフェースの上部ガバに飛びつく

E／簿記３級Ｍ(5.9)　（フレークハング、フック）薄かぶりフェースの左端

F／ニーロック(5.10)　（ハングしたカンテ、ニーロックかランジ）カンテやや右

G／新緑が目にしみるぜ(5.10)　（「Ｆ」から取り付き、左にハンドトラバースして直上）

最後はフェースを直上
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ゴミ・糞尿の始末もご自身で！
Let's Fun Climb!

玉川峡「猿飛岩」ボルダートポ


